



















































































































































































































































































































































































































































d･rekt- t8u=rこ､､ー _____-- /
/一一一一
Q〟eZZe.･〟.H.HzNRrCHS･.A GcAeralTheory,aaO.,S.100.





























































































































































































































猶 購 イ漣ンテガ 鑑 癖　インセンティブ
爽
フランス 196 X ●　　　●　　　● ポーランド 199●　　　●　　　o ●　　　o　　　●
オランダ 197 × ○ ・ンガリー 一　　　　　　　　　一 X ●　　　●　　　●
ドイツ 1981O X エストニア 1991o　　　●　　　● ■　　　●　　　●
イタリア 197○ ●　　　0　　　0 “ラルーシ 一　　　　　　　　一 o　　　■　　　● ●　　　●　　　●
??????????
??????????
一ストラリア（脚 ㎜　　　　　　一 O ×“ルギー（。1。）
@　　（Wa　1）
一　　　　　　｝
黶@　　　　　一 カナダ 一　　　　　　一 ○ ×
ポルトガル 一　　　　　一 ●　　　■　　　● ●　　　●　　　o アメリカ（糊 197○ ■　　　●　　　●
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○ ○ 2
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後 1977,竹中･細野 ･北 1975,山谷 1992,石井 1996)､公共経済学 (岡野 ･根岸

























































































































































表3-2 使用料水準からみた各都市下水道事業の経営分析 (単位 :千万円)
講義 一;I:=､._-=≡.i.=豆蜜
-
1,154,2337,5 74,9 99,7174,72168,3 145. 49.8 96.3224.5
381,0154,7 18,5 56,2 74,7 51,0 133. 32.9 68.1274.3
215,9760,6 10,0 17,4 27,4 21,0 97. 34.6 76.6210.0
492,18 88,4 27,4 18,3 45,8 32,7 66. 37.01 71.4119.3































































で使用料対象経費の 61.0%､指定都市平均だと 76.1%､それ以外の一般都市などでは 46.
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0 1 e 耕適
[出所]華山(1974),87ページ,図311.
いる｡企業の需要曲線はD2 であり､総需要はしたがってD2 を右へ0iだけシフトさせ

























茸L-':.I'-:='rー-I:-=芝;崇 -:~=I-:LA=J =二=S:t=.:{-､一=:,;t==-,-=:こ .:'-l一､1-L:-J J-:Ii-Y-~二重茎竺=-.-.;:-I=.-,I-.
-一=ー (千d/日)'触入場(軸/日 僻 (瑚/日)､触入水凱軸/日) 鮮
喜 1,780 730 2.44 3,273 1,073 3,05
喜 820 780 1.05 1,679 1,615 1,04
≡変滑 (m/i)国雄費(円/i) 計(円) 変相 (円/A) 駈控(円/A) 計(円)











-l■JL 100 430 140 536
:,一㌧:- 20 48 30 112
27 68 40 151
30 86 55 179
35 100 65 208
40 116 80 252
-:._～: 50 138 95 291
















































































































0 I9 7 3 7 98 9
1 9 8 5 1 9 9 5
(出所)大阪市下水道局資料.
- ･喜i 17 1
肇 37. 4
- 肇 榊 7
妻≡ 90 ll:>
- 蓮 .128 15
肇 167 20=lgl=:-【=-f=-_㌔_.=I_=--〇一==;=:;讃Lg-:手堅-I ={





















































































































































































































































































































































































































































































































λ　　弦切嫉 、　　　、 ’　交野 櫨マルタ























































































































































































































































































































































































































































































水料金収入額 130．2 174．7 158．1 140．6 147．5
環境省予算部分 33．6 60．2 60．2 78．5 78．5
1．環境プロジェクトの促進 1．0 1．0 1．0 2．0 2．0
2．ボーデン湖および地表水 2．5 4．5 2．9 3．0 3．0
域におけるアシの保全と
再自然化
3．土壌保全 一 2．0 2．0 2．0 2．0
4．地下水保全 一 1．5 1．5 1．5 1．5
5．廃棄物処理基金 13．0 15．0 15．0 15．0 15．0
6．自然保護基金への割当て 一 5．0 5．0 5．0 5．0
7．自然保護および景観保全 17．1 30．1 31．8 50．0 50．0
8．広告キャンペーン 一 1．0 1．0 『 一
農業省および経済省予算部分 96．6 101．8 101．8 120．0 125．2
うち補償金額0内は水料金 57．1 64．6 66．9 75．8 85．8
収入に占める比率 （43，9％） （37％） （42，3％） （54％） （58％）




















































































































































































































































































































































































































提案者 課税対象 牌（％） 提案者 課税対象 比率（％）
UPI＊エネルギー 23 シュプリング ＊エネルギー・交通 34
＊交通 36 マン ＊大気・交通 23
＊大気 4 ＊大気 7
＊土地利用・自然保護 10 ＊土地利用・自然保護 1
＊廃棄物 13 ＊廃棄物 27





































































































































































































































































































産業部門 5年後 10年後 5年後 10年後 5年後 10年後
鉄鋼・製鉄 ＋9．3 ＋22．3 一1，3 一3，1 ＋8．0 ＋19．2
化学 ＋3．8 ＋9．1 一〇，9 一2，2 ＋2．7 ＋6．9
金属製品 ＋3．1 ＋7．5 一〇，9 一2，1 ＋2．2 ＋5．4
石材・建設製材 ＋3．4 ＋8．3 一1，2 一2，9 ＋2．2 ＋5．4
農産物加工 ÷2，5 ＋6．0 一1，3 一3，2 ＋1．2 ＋2．8
製造機器生産 ＋2．6 ＋6．3 一1，4 一3，5 ＋1．2 ＋2．8
食料品 ＋1．8 ＋4．4 一1，0 一2，4 ＋0．8 ＋2．0
繊維産業 ＋1．8 ＋4．2 一1，1 一2，5 ＋0．7 ＋1．7
その他交通サービス業 ＋1．7 ＋4．2 一1，1 一2，6 ＋0．6 ÷1，6
プラスチック製造 ＋1．7 ＋4．0 一1，0 一2，6 ＋0．7 ＋1．4
飲食店・旅館業 ÷1，5 ＋3．5 一1，0 一2，3 ＋0．5 ＋1．2
板金製造 ＋1．6 ＋3．9 一1，3 一3，0 ＋0．3 ＋0．9
小売業 ＋1．3 ＋3．2 一1，0 一2，7 ＋0．3 ＋0．5
印刷業 ＋1．3 ＋3．0 一1，2 一2，8 ＋0．1 ＋0．2
住宅斡旋業 ＋0．4 ＋0．9 一〇，3 一〇，8 ＋0．1 ＋0．1
運送業 ＋1．2 ＋2．8 一1，2 一2，8 一〇，0 一〇，0
木材製造業 ＋1．2 ＋2．9 一1，3 一3，0 一〇，1 一〇，1
その他のサービス業 ＋0．5 ＋1．2 一〇，6 一1，3 一〇，1 一〇，1
科学・文化・出版業 ＋0．7 ＋1．8 一〇，9 一2，0 一〇，2 一〇，2
高層・地下建設業 ＋1．4 ＋3．3 一1，5 一3，6 一〇，1 一〇，3
一128一
［前ページより続く］










セクター 5年後 10年後 5年後 10年後5年後 10年後
個人消費 ＋1．9 ＋4．6 一〇，8 一2，0 ＋1．1 ＋2．6
公的消費 ＋0．9 ＋2．1 一2，0 一4，8 一1，1 一2，7
設備投資 ＋0．8 ＋2．0 一1，0 一2，4 一〇，2 一〇，4
建設投資 ＋1．1 ＋2．6 一1，1 一2，8 一〇，1 一〇，2
輸出 ＋1．8 ＋4．4 一1，1 一2，6 ＋0．7 ＋1．8












































基本 1 IV V
就業者 2．1 2．2 1．1 2．8
就業者1人あたり生産性 一2，2 一2，3 一1，0 一1，1
実質GDP 一〇，2 一〇，2 0．1 1．6
一　　一　　一　　一　　一　　繭　　禰　　一　　■　　一　　一　　一　　一　　■　　一　　■　　一　　需　　胴　　一　　隔　　一　　一　　一 噌　　塵　　幽　　圏　　嵐　　一　　圏 一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一 ■　　　■　　　一　　　一　　　■　　　　冒 一　　　■　　　凹　　　一　　　一　　　幽
（1）実質個人消費 一1，0 一〇，1 一〇，4 0．5
（2）実質公的消費 一〇，0 一〇，0 0．1 0．8
（3）実質投資 一〇，3 一〇，5 0．1 5．0
＊設備投資 一1，0 一1，3 一〇，4 1．3
＊建設投資 0．4 0．3 0．6 8．8
（4朝里輸出 0．0 一1，9 0．0 0．0
（5）実質輸入 一1，2 一2，1 一〇，9 一〇，3
名目GDP 1．3 1．1 1．0 5．4
輸入物価指標 3．5 0．0 2．6 4．8
個人消費物価指標 3．1 1．9 2．1 5．3
GDP物価指標 1．5 1．2 0．9 3．8
就業者粗所得1） 一2，4 一2，8 一2，9 0．9
企業粗所得 一4，7 一4，0 一4，3 1．6
国民所得 一3，2 一3，2 一3，4 1．2
企業純所得 一5，1 一4，3 一4，7 1．7
就業者純所得 2．4 一2，1 1．8 5．3
時間あたり標準賃金 0．2 一〇，4 0．7 2．9
労働コスト 一2，2 一2，6 一3，0 一〇，7
名目利子率 0．5 0．3 0．4 0．8
雇用（単位千人） 610 640 330 800
























































































































年 税率 ガソリン 暖翻 天然ガス 石炭 褐炭 電気
D甘/GJ I)班/1D姐/1I)班/m3 I)町50kg I)町50kg D恥/kwh
1996 1,03 0,050,05 0,04 2,09 1,74 0,02
1997 2,03 0,070, 09 0,07 3,27 2,72 0,03
1998 2,80 0,10 0,12 0,10 4,50 3,76 0,04
1999 3,62 0,13 0,15 0,12 5,82 4,86 0,05
2000 4,51 0,170,19 0,16 7,25 6,05 0,07
2001 5,45 0,20 0,23 0,19 8,77 7,31 0,08
2002 6,46 0,24 0,27 0,22 10,39 8,67 0,10
2003 7,55 0,280,32 0,26 12,15 10,15 0,ll
2004 8,70 0,32 0,37 0,30 14,00 ll,67 0,13
2005 9,94 0,370,42 0,34 15,99 13,34 0,15








年 平均税率 税収 1990耽対するCO，
DM／GJ Mrd．　D皿排出削解（％）
1995 一8
1996 1．03 18．3 一11
1997 2．02 27．9 一13
1998 2．79 37．2 一15
1999 3．62 46．5 一16
2000 4．50 55．5 一18
2001 5．45 67．0 一19
2002 6．46 78．2 一21
2003 7．54 89．3 一22



































































































































エネルギー税 交通部門にお 醐欝 収姶計 自家騨 社会保険 個煽得・法 繍 他の社会 構造改革雛ける麟税 の鞭 鰭 料削減 人減税 醐償 カグ弘
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩
1996 18．3 28．7 5．5 52．610．521．1 0．0 31．6 3．2 17．8
1997 27．9 43．8 8．7 80．410．538．5 0．0 49．0 4．8 26．5
1998 37．2 57．411．8 106．410．540．9 15．0 66．4 6．4 33．7
1999 46．5 69．014．7 130．210．547．6 25．0 83．1 7．8 39．2
2000 55．5 79．717．5 152．710．551．4 35．0 96．9 9．2 46．6
2001 67．0 89．820．4 177．210．560．6 45．0 111．610．6 50．4
2002 78．2 99．223．3 200．710．567．1 58．0 135．612．0 53．1
2003 89．3 108．125．3 222．710．572．2 72．0 154．713．4 54．6

































































































































































































































































毎年 300億I)EK (デンマーク･クローナ)に達し､国家総税収の 10-12%を占めてきた｡
この割合は､新環境税の導入によって今後も伸びていくものと予測されるが､デンマ-ク














































































































































































































一＊採掘炭等 690 770 860 950 1，040
＊原油コークス 690 845 1，0001，1551，311
＊褐炭等 505 570 635 764
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a）投資補助金 一300 一500 一500 一500 0
b）社会保障基金負担の削減 一200 一490 一945一1，115一1，750
c）中小企業に対する還付基金 一180 一210 一255 一255 一295
d）行政コスト 一30 一30 一30 一30 一30































































































課税対象 消費量 i1993i199411998?? 消費量
：　　　　：　1993：　　　　： 1994i　　曇 1998






水 75m3 01　951470170m31　　01 21011060l　　I ? 1　　　曜 ?廃棄物 300kg1　601　60179 600kg 12011201185




買い物袋 75袋 iOi45i45 150袋 i・i ?? 95
■　　　　　　　　國 1 1　　　’ 1総税収入 12194124141365 13325r14152117030
■　　　　　　　　1 1 1　　　1 ?



























































環境・エネルギー関連税 1992199319941995 1996 1997
エネルギー税 14，19214，70315，84317，72819，19020，720
厘　　鞠　　一　　國「　　一　　脚　　一　　一　　鱒　　需　　開　　榊　　緊　　隔　　層　　開　　一　　一　　曜　　塵　　一　　一　　口 層　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一 鞘　　哺　　一　　一　　一　　一　　一 一　　噌　　轄　　潮　　一　　一 一　　一　　一　　哨　　　一　　一 闇　　一　　剛　　一　　一　　一　　一 一　　閑　　圃　　一　　一　　一　　圃
石炭 797 738 592 602 700 825
電気 3，9383，5624，1394，4824，9255，675
ガス 15 43 47 50 40 45





第3者責任保険 855 856 894 9441，1501，175
［次ページへ続く］
一162
有料道路料金 一 一 227 289 264 264
環境税 2，5954，2514，8505，2066，5307，410
鞘　　圏　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　胃　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一 一　　　一　　　一　　　願　　　層　　　旧　　　■ 一　　一　　一　　團　　陶　　一　　一 一　　一　　一　　一　　一　　國 口　　　隔　　　閣　　　■　　　　一　　　幽 一　　國　　國　　一　　一　　一　　一 胃　　一　　一　　噸　　顧　　一　　一
CO2 1，4013，1773，3183，2103，6004，000
SO2 一 一 一 一 385 425
使い捨て用品 73 69 66 72 60 60
包装容器 462 305 439 478 475 475
オゾンガス 22 12 5 2 0 0
廃棄物 454 529 571 619 625 750
原料 140 120 122 135 135 135
飲料水 一 一 295 654 950 1，250
ニッケル・カドミウム電池 一 一 一 一 45 45
塩素溶媒 一 一 一 一 5 5
殺虫剤 44 40 34 36 250 265
排水 一 一 一 一 一 185
税収総計 30，38732，0339，3943，54046，90949，694
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